
鴻巣市（埼玉県）の一体的実施 
 ジョブサポートこうのすに「就労支援センター」を開設し、市とハローワークによる
生活保護受給者、ひとり親、障がい者等求職者全般を対象に一体的支援等を実施 

 
 
 
 
 
 
鴻巣駅前施設エルミこうのすアネックスに「ジョブサポートこうのす」を設置。市と国の

職員が連携しつつ、市の就労支援事業とハローワークの職業相談・職業紹介との一体
的な運営を実現。 

 
 
 
 
 
 

市 国 

① 事業内容 
   ・生活保護受給者、住宅手当受給者、ひとり親等の生活困窮者、障がい者に対する 
    就労支援 
   ・一般求職者の職業相談・職業紹介    
   ・就職面接会の開催 
   ・就職支援セミナーの開催 
② 協定・事業計画 
   ・鴻巣市長と埼玉労働局長の間で協定（＊）を締結 
   ・数値目標を盛り込んだ事業計画を鴻巣市と埼玉労働局の間で策定 
    ＊ 協定の実施等について相互に要望することができ、出された要望には誠実に対応する旨を規定 

③ 運営協議会 
   ・鴻巣市長、鴻巣市職員、埼玉労働局職員、労使団体代表者をメンバーとする運営 
    協議会を設置（鴻巣市長が会長） 

 就労支援サービス  
  相談実施等 職業相談・職業紹介の実施等 

平成２５年１月７日事業開始 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１） 実施体制 
市 国 

（２） 事業目標と取組状況 

 
・ 内職相談員１名を配置 

２５年度事業目標 取組状況（平成２５年１０月末時点） 

一般求職者に係る 
職業相談・職業紹介 

◇紹介就職 
  年４８０件以上                                     

◇紹介就職２５５件 

障がい者福祉・就労支援 ◇就職 
  年１２件以上（月１件以上） 

◇就職１１件 
  うち紹介就職９件 

生活困窮者等就労支援 ◇就職 
  年２４件以上 

◇就職２０件 
  うち紹介就職１５件 

その他の再就職支援 

◇就職面接会の開催 
  年２回以上 ◇実績なし 

◇就職支援セミナーの開催 
  年６回以上 ◇開催３回 

内職のあっせん ◇あっせんによる結合 
  年２４件以上 ◇あっせんによる結合１２件 

・ 障がい者就労センター相談員３名を配置 

・ 就職支援ナビゲーター２名 
  職業相談員１名を配置 
・   求人情報提供端末３台 
  職業紹介端末３台を配置 



① 抱える課題 
 ・約４年間のブランクあり。自身の生活のほか、母親の介護も重なる。 
 ・これまでに６０社に応募。面接までは進むが採用に至らず。 
 ・不動産関係の営業経験を有すも、宅建等の資格はなし。   

一体的実施事業による就職成功例 
男性：５０代   ・希望職種：営業  ・直近の雇用形態：正社員（雇用期間２年１０カ月） 

→母親の介護で仕事を退職。独身。生活に困窮する中、市との連携による支援。  

② 支援内容・ポイント・経過 
    市からの連絡により支援対象者として登録をし、求職活動を行ってきたが不調が続く。 
   母親の施設入所決定をきっかけに就職活動に集中することができるようになり、ハローワークの 
就職支援ナビゲーターによる履歴書・職務経歴書等応募書類の添削指導も実施する中、就職すること
ができた。  

③ 結 果 
    ハローワークの紹介で、家庭用医療器具・健康器具の販売会社に、顧客管理及びアフターサービス 
の職種で正社員採用。現在も在職中。 

○ ハローワークの担当者の所感 
  就職意欲が高く、応募も活発であった。応募先の選定に当たっては、本人とハローワークの就職支援 
 ナビゲーターが一緒になって検討。履歴書と職務経歴書の添削等も合わせて実施し、就職に至った。 
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